
(57)【要約】

本発明は、遠方または届かない位置の物体を見るための

ボアスコープまたは内視鏡として用いられる装置（２４

）を提供する。装置（２４）は、近端および遠端を有す

るチューブ（２２）と、チューブ中において、物体のイ

メージを取得し、それを観察装置に伝達する手段とを含

む。装置（２４）は、基板（１２）上に搭載され、光学

的にクリアな材料の一つの共通の保護シールド（１８）

で覆われた発光ダイオード（ＬＥＤ）（１０）のアレイ

（２０）を含む照明手段をまた含む。アレイ（２０）は

、チューブ（２２）の遠端に、観察ポート（２６）に隣

接して搭載することができる。代替的に、アレイ（２０

）はチューブの近端に、チューブ（２２）の遠端に光を

伝達する光ファイバの束の端面（３８）に隣接して搭載

することもできる。この配置により、外部の光源および

光ガイドを除くことができ、光の損失を低減することが

でき、装置をよりコンパクトにすることができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
遠 方 ま た は 届 か な い 位 置 の 物 体 を 見 る た め の ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 と し て 用 い ら れ る
装 置 で あ っ て 、
近 端 お よ び 遠 端 を 有 す る チ ュ ー ブ と 、
前 記 チ ュ ー ブ 中 に お い て 、 物 体 の イ メ ー ジ を 取 得 し 、 そ れ を 観 察 装 置 に 伝 達 す る 手 段 と 、
基 板 上 に 搭 載 さ れ 、 光 学 的 に ク リ ア な 材 料 の 一 つ の 共 通 の 保 護 シ ー ル ド で 覆 わ れ た 複 数 の
発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の ア レ イ を 含 む 照 明 手 段 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ア レ イ は 、 前 記 チ ュ ー ブ の 前 記 遠 端 に 、 前 記 チ ュ ー
ブ 中 に 設 け ら れ た 観 察 ポ ー ト に 隣 接 し て 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 照 明 手 段 は 、 前 記 チ ュ ー ブ を 通 っ て 前 記 近 端 か ら 前
記 遠 端 に 光 を 伝 達 す る 複 数 の 光 フ ァ イ バ を さ ら に 含 み 、 当 該 フ ァ イ バ は 環 状 に 配 置 さ れ て
前 記 チ ュ ー ブ の 前 記 近 端 に 環 状 の 端 面 を 表 し 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド の ア レ イ は 環 状 で あ っ
て 、 前 記 フ ァ イ バ の 前 記 環 状 端 面 に 面 し て 前 記 チ ュ ー ブ の 前 記 近 端 に 配 置 さ れ た こ と を 特
徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 保 護 シ ー ル ド は 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー
ド に よ り 生 成 さ れ た 光 を フ ォ ー カ ス す る レ ン ズ と な る よ う に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ア レ イ の 前 に 一 つ の レ ン ズ が 配 置 さ
れ 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド に よ り 生 成 さ れ た 光 を フ ォ ー カ ス す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ア レ イ か ら 前 記 光 フ ァ イ バ へ 光 を 伝 達 す る た め に 、
前 記 環 状 の ア レ イ お よ び 前 記 環 状 の 端 面 の 間 に 環 状 の 光 パ イ プ が 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 光 パ イ プ の 近 端 は レ ン ズ と な る よ う に 形 成 さ れ 、 前
記 フ ァ イ バ の 前 記 端 面 に 光 を フ ォ ー カ ス す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 光 パ イ プ と 前 記 フ ァ イ バ の 前 記 端 面 の 間 に 一 つ の 分
離 し た レ ン ズ が 配 置 さ れ 、 前 記 端 面 に 光 を フ ォ ー カ ス す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 冷 却 手 段 を さ ら に 有 し 、 前 記 ア レ イ に よ り 生 成 さ れ る 熱
を 放 散 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ 乃 至 ９ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 白 光 を 発 す る こ
と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ 乃 至 ９ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド は 青 い 光 を 発 し 、 前
記 保 護 シ ー ル ド は 白 ま た は 黄 色 の ホ ス フ ァ を 組 み 込 み 、 そ れ に よ り 前 記 ア レ イ は 白 光 を 生
成 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ 乃 至 ９ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ア レ イ は 組 み 合 わ せ て 操 作 可 能 な 異
な る 色 を 発 す る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 含 み 、 白 光 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ア レ イ は 、 赤 色 、 緑 色 、 お よ び 青 色 の 光 を 生 成 可
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能 な 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド と 、 赤 色 、 緑 色 お よ び 青 色 の 間 で 連 続 的 に 変 わ る 光 を 与 え る よ
う に 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド を 連 続 的 に 操 作 す る 手 段 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ９ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 赤 外 線 を 生 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ９ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 紫 外 線 を 生 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 １ ５ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ア レ イ は 、 少 な く と も ５ ０ の 発 光
ダ イ オ ー ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ 乃 至 １ ６ い ず れ か に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ア レ イ は 、 少 な く と も ８ ０ の 発 光
ダ イ オ ー ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ア レ イ は 、 前 記 チ ュ ー ブ か ら 取 り 外 し 可 能 な ア セ ン
ブ リ に 組 み 込 ま れ た こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
実 質 的 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 一 般 的 に は 、 遠 方 ま た は 手 の 届 か な い 位 置 の 物 体 を 見 る た め の よ く 知 ら れ た 光
学 装 置 で あ る ボ ア ス コ ー プ （ ｂ ｏ ｒ ｅ ｓ ｃ ｏ ｐ ｅ ｓ ） お よ び 内 視 鏡 （ ｅ ｎ ｄ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｅ
ｓ ） に 関 す る 。 ボ ア ス コ ー プ お よ び 内 視 鏡 は 、 通 常 、 観 察 す る 視 野 を 照 ら す 手 段 を 組 み 込
む 。 こ れ は 、 典 型 的 に は 光 フ ァ イ バ の 束 か ら な り 、 そ の 装 置 の 外 側 に 位 置 す る 光 源 か ら そ
の 装 置 を 通 っ て 照 明 ポ ー ト の 外 側 ま で 光 を 伝 達 す る 。 本 発 明 は 、 視 野 に 照 明 を 与 え る 改 良
さ れ た 手 段 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 遠 方 ま た は 届 か な い 位 置 の 物 体 を 見 る た め の ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡
と し て 用 い ら れ る 装 置 で あ っ て 、 近 端 お よ び 遠 端 を 有 す る チ ュ ー ブ と 、 チ ュ ー ブ 中 に お い
て 、 物 体 の イ メ ー ジ を 取 得 し 、 そ れ を 観 察 装 置 に 伝 達 す る 手 段 と 、 基 板 上 に 搭 載 さ れ 、 光
学 的 に ク リ ア な 材 料 の 一 つ の 共 通 の 保 護 シ ー ル ド で 覆 わ れ た 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ
Ｄ ） の ア レ イ を 含 む 照 明 手 段 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 方 法 に よ れ ば 、 外 部 の 光 源 お よ び チ ュ ー ブ 中 の 光 フ ァ イ バ の 束 に 光 を 伝 達 す る た め の
従 来 の 光 ガ イ ド は 不 要 で あ る 。 こ れ に よ り 、 光 の 損 失 を 大 幅 に 低 減 で き 、 光 源 か ら の さ ら
な る 光 が 視 野 を 照 ら す こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
あ る 一 形 態 に お い て 、 前 記 ア レ イ は 、 前 記 チ ュ ー ブ の 前 記 遠 端 に 、 前 記 チ ュ ー ブ 中 に 設 け
ら れ た 観 察 ポ ー ト （ ｖ ｉ ｅ ｗ ｉ ｎ ｇ  ｐ ｏ ｒ ｔ ） に 隣 接 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
代 替 的 に 、 照 明 手 段 は 、 チ ュ ー ブ を 通 っ て 近 端 か ら 遠 端 に 光 を 伝 達 す る 複 数 の 光 フ ァ イ バ
を さ ら に 含 み 、 当 該 フ ァ イ バ は 環 状 に 配 置 さ れ て チ ュ ー ブ の 近 端 に 環 状 の 端 面 を 表 し 、 発
光 ダ イ オ ー ド の ア レ イ は 環 状 で あ っ て 、 フ ァ イ バ の 環 状 の 端 面 に 面 し て チ ュ ー ブ の 近 端 に
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
い ず れ か の 実 施 の 形 態 に お い て 、 保 護 シ ー ル ド は 、 発 光 ダ イ オ ー ド に よ り 生 成 さ れ た 光 を
フ ォ ー カ ス す る レ ン ズ と な る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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代 替 的 に 、 発 光 ダ イ オ ー ド に よ り 生 成 さ れ た 光 を フ ォ ー カ ス す る た め に 、 分 離 し た レ ン ズ
を ア レ イ の 前 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
発 光 ダ イ オ ー ド の 環 状 ア レ イ が 用 い ら れ た 場 合 、 ア レ イ お よ び 光 フ ァ イ バ の 端 面 の 間 に ア
レ イ か ら フ ァ イ バ へ 光 を 伝 達 す る た め の 環 状 の 光 パ イ プ を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 場 合 、 光 パ イ プ の 遠 端 は レ ン ズ と な る よ う に 形 成 す る こ と が で き 、 フ ァ イ バ の 端 面 に
光 を フ ォ ー カ ス す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
代 替 的 に 、 光 パ イ プ と フ ァ イ バ の 端 面 の 間 に 一 つ の 分 離 し た レ ン ズ を 配 置 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
冷 却 手 段 を さ ら に 含 む こ と が で き 、 発 光 ダ イ オ ー ド の ア レ イ に よ り 生 成 さ れ る あ ら ゆ る 熱
を 放 散 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
発 光 ダ イ オ ー ド は 、 白 光 を 発 す る こ と が で き る 。 代 替 的 に 、 発 光 ダ イ オ ー ド は 青 い 光 を 発
す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 保 護 シ ー ル ド は 好 ま し く は 白 ま た は 黄 色 の ホ ス フ ァ （ 燐 光 体
） を 組 み 込 み 、 そ れ に よ り ア レ イ は 全 体 と し て 白 光 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
代 替 的 に 、 ア レ イ は 組 み 合 わ せ て 操 作 可 能 な 異 な る 色 を 発 す る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 含
む こ と が で き 、 白 光 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
特 に 、 ア レ イ は 、 赤 色 、 緑 色 、 お よ び 青 色 の 光 を 生 成 可 能 な 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド の 混 合
と 、 赤 色 、 緑 色 お よ び 青 色 の 間 で 連 続 的 に 変 わ る 光 を 与 え る よ う に 発 光 ダ イ オ ー ド を 連 続
的 に 操 作 す る 手 段 と 、 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
他 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 赤 外 線 ま た は 紫 外 線 を 生 成 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
好 ま し く は 、 ア レ イ は 、 少 な く と も ５ ０ の 発 光 ダ イ オ ー ド を 含 み 、 よ り 好 ま し く は 少 な く
と も ８ ０ の 発 光 ダ イ オ ー ド を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ア レ イ が チ ュ ー ブ の 近 端 に 設 け ら れ た 場 合 、 ア レ イ は 、 チ ュ ー ブ か ら 取 り 外 し 可 能 な ア セ
ン ブ リ に 組 み 込 ま れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 下 に 本 発 明 を 、 例 示 と し て だ け で あ る が 、 図 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
典 型 的 な ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 は 、 剛 直 で あ っ て も フ レ キ シ ブ ル で あ っ て も よ い が 、
チ ュ ー ブ を 含 む 。 チ ュ ー ブ は 、 使 用 時 に た と え ば 機 械 ま た は 人 の 体 に 差 し 込 ま れ る 遠 端 を
含 む 。 チ ュ ー ブ の 遠 端 に は 、 そ れ を 通 じ て 物 体 を 見 る 観 察 ポ ー ト （ ｖ ｉ ｅ ｗ ｉ ｎ ｇ  ｐ ｏ
ｒ ｔ ） が 設 け ら れ る 。 チ ュ ー ブ の 中 に は 、 物 体 の イ メ ー ジ を 遠 端 か ら 近 端 に 伝 達 す る 光 学
列 （ ｏ ｐ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ  ｔ ｒ ａ ｉ ｎ ） を 設 け る こ と が で き る 。 近 端 に お け る 視 覚 上 の ア セ ン
ブ リ は 観 察 者 の 目 ま た は ス ク リ ー ン 上 の デ ィ ス プ レ イ 用 の カ メ ラ 装 置 に イ メ ー ジ を フ ォ ー
カ ス す る 。 代 替 的 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ チ ッ プ 等 の ビ デ オ 変 換 装 置 を チ ッ プ か ら チ ュ ー ブ に 沿 っ た 配
線 と 共 に チ ュ ー ブ の 遠 端 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
物 体 を 見 る た め に は 、 通 常 、 何 ら か の 照 明 を 提 供 す る 必 要 が あ る 。 典 型 的 に 、 こ れ は 、 観
察 ポ ー ト に 隣 接 し た 照 射 ポ ー ト ま で チ ュ ー ブ を 通 る 光 フ ァ イ バ の 束 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
従 来 の ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 に お い て 、 光 フ ァ イ バ の 束 は 、 差 し 込 み チ ュ ー ブ の 一 方
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側 を 走 り 、 光 学 列 （ ｔ ｒ ａ ｉ ｎ ） が チ ュ ー ブ の 他 方 側 に 走 り 、 こ れ ら 両 方 が チ ュ ー ブ の 長
軸 と は 軸 を 異 に す る 。 外 部 の 光 源 は 光 ガ イ ド に よ り 光 フ ァ イ バ の 束 に 接 続 さ れ る 。 従 来 の
、 差 し 込 み チ ュ ー ブ が 長 軸 の 周 り を 回 転 す る 軌 道 走 査 ス コ ー プ に お い て 、 こ の 配 置 に よ り
、 回 転 中 に 、 光 フ ァ イ バ の 束 と 共 に 光 ガ イ ド の 位 置 が 不 良 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
外 部 の 光 源 は 、 典 型 的 に は 、 非 常 に 明 る い 光 を 生 成 す る 従 来 の 高 ワ ッ ト 量 の バ ル ブ お よ び
こ の 光 を ス コ ー プ の 中 お よ び 光 フ ァ イ バ に 伝 達 す る 光 ガ イ ド で あ る 。 バ ル ブ が 従 来 の 光 ガ
イ ド に よ り 光 フ ァ イ バ に 連 結 さ れ て い る た め 、 光 の 損 失 が ７ ０ ％ ま で 生 じ 、 ス コ ー プ の 遠
端 の 照 明 を 劇 的 に 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 は 、 ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 中 に 代 替 的 な 光 源 を 設 け 、 外 部 の 光 源 お よ び 光 ガ イ
ド の 必 要 性 を な く す 。 特 に 、 本 発 明 は 光 源 と し て 密 集 し た 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の ア
レ イ を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
従 来 、 Ｌ Ｅ Ｄ は 小 さ な シ リ コ ン チ ッ プ と 金 属 の 接 続 が ク リ ア な エ ポ キ シ 基 体 中 に 入 れ ら れ
て レ ン ズ と さ れ る と 考 え ら れ て い る 。 本 発 明 に お い て 、 基 体 上 に 載 せ る Ｌ Ｅ Ｄ の 密 度 を 増
や す た め 、 図 １ に 示 す よ う に 、 余 分 な も の を 全 て 除 い た Ｌ Ｅ Ｄ が 用 い ら れ る 。 エ ポ キ シ カ
プ セ ル の な い Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ が 必 須 で あ る 。 こ れ ら の Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ は 、 セ ラ ミ ッ ク
基 板 １ ２ 上 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ の 接 続 の 一 つ と し て 機 能 す る 熱 伝 導 性 お よ び 導 電 性 の 接
着 剤 １ ４ に よ り 搭 載 さ れ る 。 各 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ に は 金 の 結 合 ワ イ ヤ １ ６ が 取 り 付 け ら れ
、 基 板 １ ２ 上 の 金 の サ ー キ ッ ト ト ラ ッ ク （ 不 図 示 ） に 接 続 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ の 他 の
接 続 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
エ ポ キ シ 等 の 光 学 的 に ク リ ア な 接 着 剤 の 保 護 層 １ ８ が 設 け ら れ 、 同 一 基 板 上 に 搭 載 さ れ た
全 て の Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ を 覆 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ に 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 こ こ で 、 観 察 ポ ー ト ２ ６ の 隣 に 、 ボ ア ス コ ー プ
ま た は 内 視 鏡 ２ ４ の 差 し 込 み チ ュ ー ブ ２ ２ の 遠 端 に Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ の ア レ イ ２ ０ が 設 け
ら れ る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 ス コ ー プ ２ ４ は 視 野 が 側 面 に あ る 側 方 観 察 ス コ ー プ （ ｌ
ａ ｔ ｅ ｒ ａ ｌ  ｖ ｉ ｅ ｗ ｉ ｎ ｇ  ｓ ｃ ｏ ｐ ｅ ） で あ る た め 、 Ｌ Ｅ Ｄ ア レ イ ２ ０ も 側 面 に 光 を
発 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 ア レ イ ２ ０ は 観 察 ポ ー ト ２ ６ の 遠 位 に 配 置 さ れ て い る が 、 近 位
に 配 置 す る こ と が で き る の は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ア レ イ ２ ０ に よ り 生 成 さ れ る あ ら ゆ る 熱 を 放 散 す る た め 、 ヒ ー ト シ ン ク お よ び フ ィ ン （ 不
図 示 ） 等 の 冷 却 手 段 を ア レ イ ２ ０ の 基 板 １ ２ 上 、 お よ び ／ ま た は 基 板 １ ２ 自 体 が 搭 載 さ れ
る 差 し 込 み チ ュ ー ブ ２ ２ の 一 部 分 ２ ８ 上 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ３ に 示 し た 第 二 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 差 し 込 み チ ュ ー ブ ２ ２ の 長 軸 の 方 向 に 視 野 を 与
え る 観 察 ポ ー ト ２ ６ を 含 む 前 方 観 察 ス コ ー プ （ ｆ ｏ ｒ ｗ ａ ｒ ｄ  ｖ ｉ ｅ ｗ ｉ ｎ ｇ  ｓ ｃ ｏ ｐ
ｅ ） ２ ４ が 提 供 さ れ る 。 こ の 場 合 、 好 適 に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ア レ イ ２ ０ は 、 観 察 ポ ー ト ２ ６ を 囲
ん だ 環 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ア レ イ ２ ０ に よ り 生 成 さ れ た 光 を フ ォ ー カ ス す る の が 望 ま し い 。 フ ォ ー カ ス は 種 々 の 方 法
で 行 う こ と が で き る 。 図 ４ に 示 し た よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ を 覆 う 光 学 的 に ク リ ア な 接
着 剤 で あ る 保 護 層 １ ８ を レ ン ズ ３ ０ と し て 機 能 す る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
代 替 的 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 分 離 し た レ ン ズ ３ ２ を ア レ イ ２ ０ の 前 に 設 け る こ と も で き
る 。 図 示 し て い な い が 、 こ れ ら の フ ォ ー カ ス 手 段 の い ず れ を も 図 ３ に 示 し た 前 方 観 察 ス コ
ー プ の 形 態 に 組 み 込 む こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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あ る 例 に お い て 、 ア レ イ ２ ０ を ス コ ー プ ２ ４ の 遠 端 で は な く 近 端 に 配 置 す る の が 好 ま し い
。 こ の よ う な 配 置 の 一 例 を 、 ス コ ー プ ２ ４ の 近 端 を 示 す 図 ６ に 示 す 。 本 実 施 の 形 態 に お い
て 、 例 え ば レ ン ズ の シ リ ー ズ 等 の 光 学 列 ３ ４ は イ メ ー ジ を ス コ ー プ ２ ４ の 遠 端 （ 不 図 示 ）
か ら 近 端 ま で 、 本 実 施 の 形 態 で は カ メ ラ 装 置 ３ ６ （ ま た は 直 接 観 察 の た め の ア イ ピ ー ス ）
に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
視 野 を 照 ら す た め 、 光 フ ァ イ バ ４ ０ の 束 は 光 学 列 ３ ４ を 囲 み 、 同 心 で ス コ ー プ ２ ４ に 沿 っ
て の び る 環 状 に 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、 フ ァ イ バ は ス コ ー プ ２ ４ の 近 端 に 環 状 の 端 面 ３ ８
と し て 示 さ れ る 。 照 明 を 与 え る た め 、 環 状 の Ｌ Ｅ Ｄ ア レ イ は 端 面 ３ ８ に 隣 接 し て 設 け ら れ
る 。 図 示 し た よ う に 、 ア レ イ ２ ０ の 基 板 １ ２ も 環 状 に さ れ 、 カ メ ラ 装 置 ３ ６ ま た は ア イ ピ
ー ス 構 成 物 等 が 光 学 列 ３ ４ と 一 直 線 上 に 並 ぶ よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 ア レ イ ２ ０ お よ び 端 面 ３ ８ と の 間 に 環 状 の 光 パ イ プ ４ ２ を 設 け る こ と
が で き 、 ア レ イ ２ ０ に よ り 生 成 さ れ た 光 を 集 め て フ ァ イ バ ４ ０ に 伝 達 す る 。 図 ７ （ お よ び
図 ８ か ら 図 １ １ ） は 、 ス コ ー プ の 近 端 の 一 面 を 示 し 、 他 面 は チ ュ ー ブ ２ ２ の 長 軸 Ｘ － Ｘ に
対 し て 対 称 で あ る 。 光 パ イ プ ４ ２ は 、 通 常 、 プ ラ ス チ ッ ク ま た は グ ラ ス 等 、 内 部 の 全 反 射
に よ り 光 の 損 失 を 非 常 に 低 い 状 態 で 伝 達 す る 光 学 的 な グ レ ー ド の 材 料 の 中 空 チ ュ ー ブ か ら
な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 光 フ ァ イ バ の 端 面 ３ ８ に 光 を フ ォ ー カ ス す る た め に 、 光 パ イ プ ４ ２ の
遠 端 は 、 レ ン ズ ４ ４ と な る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 代 替 的 に 、
光 パ イ プ ４ ２ お よ び 端 面 ３ ８ と の 間 に 分 離 し た フ ォ ー カ ス リ ン グ レ ン ズ ３ ２ を 設 け る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
他 の 代 替 と し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 光 パ イ プ ４ ２ は 全 て 不 要 と す る こ と が で き 、 分 離
し た リ ン グ レ ン ズ ３ ２ だ け を ア レ イ ２ ０ お よ び 端 面 ３ ８ と の 間 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
他 の 可 能 性 と し て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ア レ イ ２ ０ の 保 護 層 １ ８ が フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３
０ と な る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ６ か ら 図 １ １ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ は 、 典 型 的 に 、 チ ッ プ の 中 心 を
走 る 円 の 直 径 が １ ５ ｍ ｍ オ ー ダ ー の 一 つ の 円 と し て 配 置 さ れ る 。 好 ま し く は 、 こ の ア レ イ
は 少 な く と も ５ ０ 、 よ り 好 ま し く は ８ ０ か ら ９ ０ の 間 の Ｌ Ｅ Ｄ を 含 む 。 各 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １
０ は 典 型 的 に ０ ． ３ ｍ ｍ ２ の オ ー ダ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ア レ イ ２ ０ に 用 い ら れ た Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ は 半 導 体 そ れ 自 体 か ら 白 光 を 発 す る も の で あ る
。 代 替 的 に 、 青 色 の 光 を 生 成 す る Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 保
護 シ ー ル ド １ ８ に 白 色 ま た は 黄 色 の ホ ス フ ァ が 組 み 込 ま れ 、 そ の 結 果 、 ア レ イ ２ ０ 全 体 か
ら 白 光 が 発 せ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
基 板 １ ２ 上 に 赤 色 、 緑 色 、 お よ び 青 色 の Ｌ Ｅ Ｄ の 混 合 を 用 い る こ と が で き 、 こ れ ら の 組 み
合 わ せ で ア レ イ ２ ０ 全 体 か ら 白 光 を 発 す る 。 赤 色 、 緑 色 、 お よ び 青 色 の Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い る こ
と に よ り 、 光 を ス ト ロ ボ に す る こ と が で き る 。 従 来 の あ る 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 白 光
源 と 共 に 、 光 源 と 光 フ ァ イ バ の 間 に 赤 色 、 緑 色 、 お よ び 青 色 の フ ィ ル タ を 含 む 回 転 す る フ
ィ ル タ ホ イ ー ル を 用 い る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ の 結 果 、 ス コ ー プ の 端 部 か ら 視 野 に 伝 達
さ れ た 光 は 赤 色 、 緑 色 お よ び 青 色 に 変 わ る 。 そ の 後 、 単 色 の カ メ ラ を 用 い て 視 野 の イ メ ー
ジ を 集 め 、 特 別 な プ ロ セ ッ サ が カ メ ラ に よ り 与 え ら れ た 画 像 を カ ラ ー に 変 換 す る 。 こ の 既
知 の 配 置 は 、 良 好 な カ ラ ー で 高 い 解 像 度 の 画 像 を 与 え る が 、 フ ィ ル タ ホ イ ー ル お よ び モ ー
タ ー 、 同 様 に 複 雑 な 同 期 を と る 回 路 構 成 を 適 用 す る の に 充 分 な ス ペ ー ス を 必 要 と す る 。 そ
の た め 、 比 較 的 高 価 に な っ て し ま う 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
本 発 明 に お い て 、 ス ト ロ ボ 化 さ れ た 、 す な わ ち 、 特 別 な パ ワ ー 供 給 シ ス テ ム に よ り 典 型 的
に は 約 ５ ０ Ｈ ｚ で 連 続 的 に 操 作 さ れ る 、 赤 色 、 緑 色 、 お よ び 青 色 の Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い る こ と に
よ り 、 フ ィ ル タ ホ イ ー ル 、 ド ラ イ ブ モ ー タ 、 お よ び 同 期 を と る 回 路 構 成 を 用 い る の を 避 け
る こ と が で き る 。 前 述 し た よ う に 、 こ れ は ス コ ー プ の 遠 端 で 赤 色 、 緑 色 、 お よ び 青 色 の 光
を 変 え る こ と が で き 、 単 色 カ メ ラ お よ び 適 切 な プ ロ セ ッ サ を 用 い る こ と が で き 、 フ ル カ ラ
ー の イ メ ー ジ を 与 え る こ と が で き る 。 こ の 配 置 は 、 従 来 よ り も 、 よ り 安 価 で よ り コ ン パ ク
ト で 、 通 常 、 白 色 光 お よ び カ ラ ー イ メ ー ジ ャ ー を 用 い る シ ス テ ム よ り も よ り 良 い カ ラ ー お
よ び 解 像 度 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
他 の タ イ プ の Ｌ Ｅ Ｄ を も ま た 用 い る こ と が で き る 。 た と え ば 、 赤 外 線 を 生 成 す る Ｌ Ｅ Ｄ チ
ッ プ １ ０ を 用 い る こ と が で き 、 適 切 な 特 化 さ れ た イ メ ー ジ 装 置 と 共 に 熱 的 イ メ ー ジ の タ イ
プ を 生 成 す る こ と が で き る 。 代 替 的 に 、 紫 外 線 を 生 成 す る Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ １ ０ を 用 い る こ と
が で き 、 色 素 透 過 お よ び 磁 性 を 帯 び た 粒 子 の テ ス ト に お い て ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 を
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ア レ イ ２ ０ が ス コ ー プ の 近 端 に 設 け ら れ た 実 施 の 形 態 に お い て 、 ア レ イ お よ び フ ォ ー カ ス
レ ン ズ 、 ま た は 光 パ イ プ 等 は 、 ス コ ー プ ２ ４ に 一 体 に 含 む こ と が で き る 。 代 替 的 に 、 要 求
に よ り 、 ス コ ー プ ２ ４ か ら 取 り 外 し 可 能 な 分 離 し た モ ジ ュ ー ル 成 分 と し て 提 供 す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 は 、 当 業 者 が 認 め る よ う に 、 光 の 損 失 を 低 減 し 、 非 常 に コ ン パ ク ト で ス コ ー プ 中 の
他 の 成 分 の 位 置 を 邪 魔 し な い 、 ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 を 介 し た 照 明 を 与 え る た め の 改
良 さ れ た 配 置 を 提 供 す る 。 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 種
々 の 変 化 お よ び 改 良 を 行 う こ と が で き る の は 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド の ア レ イ の 断 面 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 の 遠 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 の 側 面 図 お よ
び 端 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
同 様 に 遠 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
同 様 に 遠 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 三 の 実 施 の 形 態 の 側 面 図 お よ び 端 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
同 様 に 遠 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 四 の 実 施 の 形 態 の 側 面 図 お よ び 端 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 の 近 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 五 の 実 施 の 形 態 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】
近 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 六 の 実 施 の 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
近 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 七 の 実 施 の 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】
近 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 八 の 実 施 の 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】
近 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 九 の 実 施 の 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】
近 端 に ア レ イ を 含 む 本 発 明 の 第 十 の 実 施 の 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 13年 10月 23日 (2001.10.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
遠 方 ま た は 届 か な い 位 置 の 物 体 を 見 る た め の ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡 と し て 用 い ら れ る
装 置 で あ っ て 、
近 端 お よ び 遠 端 を 有 す る チ ュ ー ブ と 、
前 記 チ ュ ー ブ 中 に お い て 、 物 体 の イ メ ー ジ を 取 得 し 、 そ れ を 観 察 装 置 に 伝 達 す る 手 段 と 、
基 板 上 に 搭 載 さ れ 、 光 学 的 に ク リ ア な 材 料 の 一 つ の 共 通 の 保 護 シ ー ル ド で す っ ぽ り と 覆 わ
れ た 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の ア レ イ を 含 む 照 明 手 段 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 遠 方 ま た は 届 か な い 位 置 の 物 体 を 見 る た め の ボ ア ス コ ー プ ま た は 内 視 鏡
と し て 用 い ら れ る 装 置 で あ っ て 、 近 端 お よ び 遠 端 を 有 す る チ ュ ー ブ と 、 チ ュ ー ブ 中 に お い
て 、 物 体 の イ メ ー ジ を 取 得 し 、 そ れ を 観 察 装 置 に 伝 達 す る 手 段 と 、 基 板 上 に 搭 載 さ れ 、 光
学 的 に ク リ ア （ 透 明 ） な 材 料 の 一 つ の 共 通 の 保 護 シ ー ル ド で す っ ぽ り と 覆 わ れ た （ ｅ ｎ ｃ
ａ ｓ ｅ ｄ  ｉ ｎ ） 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の ア レ イ を 含 む 照 明 手 段 と 、 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 装 置 が 提 供 さ れ る 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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